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心理臨床におࡅる「ᕼᮃ」ᴫ念に関する一⪃ᐹ 

㸸ᅜෆの「ᕼᮃ」研究の文献᳨ウから 
 
ᇛ リ㡢㔛 おⲔのỈዪ子大学大学院 人㛫文໬創成⛉学研究⛉ 

 
要約 

これまで㸪心理療法においてクライ࢚ントが「ᕼᮃ」をᣢてるということは㸪さまࡊまなⰋいຠᯝをもた

らすという▱見が♧されてきている。しかし㸪ᡃがᅜにおいて「ᕼᮃ」と心理療法の関㐃性がㄒられるこ

とは㠀常にᑡない。本✏では㸪まずこれまで「ᕼᮃ」というᴫ念がどのようにᤊえられてきたかをᴫほし㸪

ḟいでᅜෆにおいて「ᕼᮃ」の研究がどのようになされてきたか㸪発達期との関㐃㸪┳ㆤ学㡿ᇦとの関㐃㸪

心理臨床㡿ᇦでの事例をもとに᳨ウした。そして㸪「ᕼᮃ」とは㸪「実現໬しようとすること」「自ศらしく

いること」が㘽となるのではないかという♧၀から㸪ᅜෆの心理臨床ᐙがそれらをᢕᥱし㸪活かしていく

には㸪実ド的にᤊえていくᚲ要があると♧した。 

 

キー・ワード㸸ᕼᮃ㸪心理療法㸪心理臨床㸪文献᳨ウ 

 

, はじめに  

 これまで、心理療法においてクライ࢚ントが

「ᕼᮃ」をᣢてるということは㸪さまࡊまなⰋい

ຠᯝをもたらすという▱見が♧されてきている。

ᒾቨ（2011）は特に心理療法ึ期において重要

であるとして㸪心理臨床におࡅる「ᕼᮃ」の役๭

にࡘいていくࡘか⤂介している。たとえࡤ㸪心理

療法を㏻してᇶ♏となる感᝟は㸪「ᕼᮃ（hope）」㸪
「Ᏻ඲さ（ feeling of safeness ）」㸪「⯆࿡

（interest）」であり㸪これらは「㟷ಙ号感᝟

（green signal affects）」（Fosha,2000b）と࿧ࡤ

れており㸪ᅔ㞴な問題やയࡘきに᥋㏆し、クライ

࢚ントがセラピーに取り組ࡴ支えとなるものであ

るとされている。特に㸪ᕼᮃは㸪クライ࢚ントが

⤯ᮃ感や↓力感に伴うⱔ❧ちや気ศのⴠち込みを

࿴らࡆてⴠち╔きを取りᡠすのに役❧っている

（Larsen & Stege, 2010）。また㸪クライ࢚ント

にᕼᮃを྿き込ࡴことは心理療法学ὴに関わらず

ኚᐜを起こす要ᅉの一ࡘ（Yalom, 1995）である

ことも☜ㄆされており㸪クライ࢚ントのⴠ⫹とⴠ

ち込みをඞ᭹してኚᐜを起こすたࡵに୙ྍ欠なも

のである（Greenberg & Paivio, 1997）。また㸪

᪩期にクライ࢚ントがᕼᮃを取りᡠすことが㸪ࢻ

ࣟップア࢘トをᮍ↛に㜵ࡄたࡵにも㸪クライ࢚ン

トの動ᶵ付ࡅを⥔ᣢするたࡵにもᚲ要である

（Snyder, Michael, & Cheavens, 1999）。 

 しかし㸪ᡃがᅜにおいて「ᕼᮃ」と心理療法の

関㐃性がㄒられることは㠀常にᑡない。Ώ㎶

（2002a）によると㸪そもそもᅜෆの心理学㎡඾

に「ᕼᮃ」という㡯目自యが᥇用されていないこ

とが指᦬されている。このような≧ἣにࡘいて㸪

ྠ氏は㸪ᡓᚋのᡃがᅜにおࡅるᐈほ性重どの⾜動

୺⩏の㝯┒のᙳ㡪をᣲࡆている。 

 しかし㸪「ᕼᮃ」とは㸪ᅜෆにおいて඲く注目

されていないᴫ念ではない。1975 年には㸪ࠗ 児❺

心理࠘で特㞟「子どものᕼᮃを育てる」が組まれ

た。大ᶫら（2003）は� これを⓶ษりに✀々の

心理学㞧ㄅが「ᕼᮃ」にࡘいてたびたび特㞟を組
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んでいることをᣲࡆ㸪「ᕼᮃ」にࡘいて心理学的

にᤊえようとしているヨみが㢖⦾になされている

と㏙࡭た。しかし඘ศにయ⣔ࡔった᳨ウがなされ

ているとはいえず㸪今ᚋもさらなる▱見の㞟✚と

ᩚ理が待たれる。 

 本論では, ᅜෆにおࡅる「ᕼᮃ」に関する研究

にࡘいて文献᳨ウを⾜う。「ᕼᮃ」ᴫ念がどのよ

うにᤊえられてきたかをᩚ理することで㸪心理臨

床で「ᕼᮃ」を活かしていくにはఱがᚲ要なのか㸪

一⪃することを目的とする。 
 

Ⅱ ࠕᕼᮃࠖとはఱ࠿ 

 「ᕼᮃ」という言ⴥを⪺いたとき㸪一యどの

ようなことをイ࣓ーࢪするࡔろうか。㎡᭩的意

࿡を調࡭ると㸪ձあることの実現をのࡒみ願う

こと。またその願い。ղᑗ᮶にᑐする期待。ま

た㸪᫂るい見㏻し（デࢪタࣝ大㎡Ἠ）と解ㄝさ

れる。一⯡にも広く౑われている言ⴥである

「ᕼᮃ」であるが㸪まず㸪心理学のୡ⏺ではど

のように「ᕼᮃ」がᤊえられてきたかをᩚ理し

ていきたい。 

 

  ࠿▱ㄆ࠿ᕼᮃࠖは感᝟ࠕ．1

 もっとも᭷名で代表的な「ᕼᮃ」のᴫ念のࡦと

にSnyder（2000a, 2000b）の「ᕼᮃ理論ࡘ

（Hope Theory）」ཬびᑻᗘ（「Snyder Hope 
Scale」）がある。ᕼᮃ理論ではまず㸪「ձ目ᶆ

（Goals）」㸪目ᶆ達成のたࡵのࣝートィ⏬を生成

する「ղ⤒㊰（Pathways）」㸪また目ᶆ達成にᚲ

要な活動の開ጞや意ᆅを意࿡する「ճ発動力

（Agency）」によってᕼᮃはᵓ成されると⪃えら

れ㸪ᕼᮃはㄆ▱的な特性としてᤊえられている。

また� ᅜෆእの心理学・་学研究で多用されてい

るものにHerth（1991）による「Herth Hope 
Scale」がある。これはࡘ�のୗ఩ᑻᗘによりᵓ成

されており㸪「実Ꮡ性と見㏻し（temporality and 
future ）」「๓向きなᵓえと期待（positive 
readiness and expectancy）」「自௚の一య感

（interconnectedness）」である。このᑻᗘをᡃ

がᅜに向ࡅて導入した大ᶫ（2002b）によれࡤ㸪

「実Ꮡ性と見㏻し」とは㸪「࣏ࢪテࣈ࢕でᮃんで

いた⤖ᯝが㏆いᮍ᮶あるいは㐲いᮍ᮶におこりう

るという▱ぬを中心とした質問㡯目であり㸪ᮍ᮶

にᑐする᫂るい感᝟をᑜねるもの」㸪「๓向きなᵓ

えと期待」とは「ᮃましい⤖ᯝをもたらすィ⏬へ

の取り᥃かりに関する自㌟の感᝟をとらえるも

の」㸪「自௚の一ᖏ感」とは㸪「自己と௚者㸪自己

と⢭⚄との相஫౫Ꮡやࡘながり感」とㄝ᫂される。

先のSnyderのᑻᗘより㸪さらに「ᕼᮃ」を感᝟

あるものとしてᤊえている。 

 「ᕼᮃ」がఱであるかとᤊえるヨみはᡃがᅜで

もあった。໭ᮧ（1983）は「ᕼᮃ」を「᮶る࡭

きᮍ᮶の≧ἣに᫂るさがあるという感▱に伴うᛌ

調をおびた感᝟である」としている。ຍえて㸪

「ᕼᮃは特ᐃの目的の実現や㸪特ᐃの目ᶆへの฿

達を目ࡊすものではないが㸪人生の特ᐃされない

౯್や意⩏が実現されるど⏺またはቃᇦとしての

ᮍ᮶がಙ㢗できるという᫂るい感᝟である」とも

る。さらに「ᮍ᮶へのಙ㢗は一᪉では自ศのࡅ⥆

うちに㸪௚᪉では自ศのእのୡ⏺や♫఍にồࡵら

れる」とも㏙࡭ている。すなわち㸪ᮍ᮶は᫂るい

という自ずから生じた感ぬがᮍ᮶を᫂るくしたり㸪

㏫にᮍ᮶の᫂るさが自己へ᫂るさをもたらしてく

れたりするという相஫స用の中にあるということ

である。ྠ氏の論に実ド的᰿ᣐはないものの㸪よ

りㄆ▱と感᝟をෆໟした広いᴫ念としてᤊえられ

ている。 

 このように㸪ᕼᮃはㄆ▱であるのか感᝟である

のか㸪౫↛としてさまࡊまな㆟論が஺わされてい

る。しかし㸪Ώ㎶（2002a）は、それまでのᕼᮃ

研究の⵳✚をᴫほした上で㸪「ᮍ᮶の見㏻しと期

待に支えられて㸪現在において生じる⫯ᐃ的なㄆ

▱と感᝟の⥲యに関わるᴫ念」とᬻᐃ的にᐃ⩏し

ている。 
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 ᕼᮃࠖと㞄᥋する概ᛕࠕ．2

 「ᕼᮃ」というと㸪᫂るさに‶ちたㄆ▱と感᝟

をイ࣓ーࢪするが㸪Kast（1991）は㢮ఝᴫ念の

一ࡘとして「期待」をᣲࡆた。「期待」は「ある

特ᐃの願ᮃに↔Ⅼをᙜてたものであり㸪達成でき

ないᢡのኻᮃのཎᅉにもなりうる」ものであり㸪

「ᕼᮃ」は「期待を支え㸪期待を㉸㉺した㸪㠀常

に広⠊ᅖにわたる実Ꮡ的な感᝟」と༊ูしている。 

 ௚㸪大ᶫら（2003）もᕼᮃと㢮ఝᴫ念の᳨ウ

を⾜い㸪୺に「ᴦほ୺⩏」「願ᮃ」「ḧᮃ」などを

ᣲࡆている。そこでは㸪「ᴦほ୺⩏」とはᮍ᮶を

᫂るく見ようとする「ែᗘ」や「ጼໃ」のことで

あるが㸪このែᗘによりᕼᮃが高まることはあっ

ても㸪ᕼᮃそのものではないことを指᦬している。

また㸪「願ᮃ」「ḧᮃ」とのᕪ␗にࡘいては㸪ḧᮃ

の実現がྍ⬟でないと感じた時は㸪そのḧᮃを願

ᮃとしている（಴▼㸪1981）ことや㸪現実との

ップからᏙ⊂㸪୙ಙ㸪୙Ᏻ㸪ᛣりをもたらすࣕࢠ

実現୙ྍ⬟なክのようなᕼᮃを「wish」として

いる（ᩪ⸨㸪1985）ことなどをᣲࡆ㸪᭱ᚋは෌

び໭ᮧ（1983）の言を借りながら㸪「ḧᮃや願ᮃ

は特ᐃのᑐ㇟を入ᡭしようとするⅬ㸪୙ᛌな感ぬ

をもたらすⅬでᕼᮃとは␗なる」とまとࡵている。 

 

信㢗ࠕ．3  自ᡃྠ一性ࠖとの関㐃ࠕࠖ

 さて㸪「ᕼᮃ」の心理学にࡘいてᴫ念をᩚ理し

たΏ㎶（2005）は㸪໭ᮧ（1983）と Snyder
（2000a）のᕼᮃᴫ念を↷らし合わせながら㸪୧

者には感᝟とㄆ▱というᑐ↷性がありながらも㸪

「ಙ㢗」という㒊ศで共㏻していると指᦬してい

る。ྠ氏によると㸪໭ᮧは「ᕼᮃ」を「ᮍ᮶への

ಙ㢗」と表現し㸪Snyder のᑻᗘ㡯目のす࡭ては

「自己ಙ㢗」に⿬ᡴちされているという。また㸪

Herth のᕼᮃᑻᗘにࡘいても㸪「自己ಙ㢗」と

「௚者ಙ㢗」がᇶ┙にあり㸪その上で໭ᮧのᕼᮃ

ᴫ念（「ᮍ᮶へのಙ㢗」）が஌っているとも指᦬す

る。すなわち㸪「ᕼᮃ」とはいくࡘかのᑐ㇟にᑐ

する「ಙ㢗」と関わりがあることがここから❚え

る。 

 「ᕼᮃ」と「ಙ㢗」の関係性を指᦬したのはఱ

もΏ㎶ࡅࡔではない。心理♫఍的発達理論をᥦၐ

した࢚ࣜクࢯン（Erikson, E.H.）は㸪ங児期に

おࡅるᇶ本的ಙ㢗と୙ಙというⴱ⸨やࣂランスか

ら「ᕼᮃ」が生まれてくるとしている。「ᕼᮃ」

の感ぬはಙ㢗感をもとにᵓ⠏され㸪そのᚋの発達

ẁ㝵のテーマを⤫合するᇶ♏となる（Erikson, et 
al., 1986）。 

 ụ⏣（2013）は㸪上グの࢚ࣜクࢯンの論とࣈ

ランࢣンࣝࣈクの論を援用しながら㸪「ಙ㢗」と

「自ᡃྠ一性」が相஫にᇶ♏付ࡅあっていること

にࡘいてもゐれている。ࡘまり㸪「㐣ཤとのࡘな

がりが☜ᅛとしてಙ㢗のおࡅるものとなっている

ときにのみ㸪ᮍ᮶もಙ㢗のおࡅるものとなる。」

ことであり㸪ྠ時に「ᮍ᮶へのṌみࡔしができた

ときには㸪㐣ཤとのࡘながりも☜ᅛとしたものと

なる。」これがまさに࢚ࣜクࢯンのいう⪁年期の

「⤫合」であるが㸪‶㊊な課題達成がなされなか

ったとき「⤯ᮃ」に┤㠃する。 

 ௨上のことをまとࡵると㸪「ᕼᮃ」とは㸪「ಙ㢗」

をᇶ┙にして生まれ㸪「ಙ㢗」とは㸪「⚾の㐣ཤと

ᮍ᮶は☜かにࡘながっている」という自ᡃྠ一的

な感ぬを㸪一㈏して営み⥆ࡅようとすることであ

ると⪃えられる。 

 

Ⅲ ᅜ内のࠕᕼᮃࠖᐇド研究のᩥ⊩᳨ウ  

 「ᕼᮃ」というᴫ念がどのようにᤊえられてき

たかを๓㡯でᴫほしてきた。ḟに㸪ᅜෆにおいて㸪

どのようにᕼᮃが実ド的にᤊえられてきたかを᳨

ウしていく。なお㸪「ᑵປᕼᮃ者」など㸪ಶ人の

意思表᫂にとどまる意࿡合いでの「ᕼᮃ」は㸪本

論の意ᅗとはずれるたࡵྵࡵていない。 

 

1．Ⓨ㐩期とࠕᕼᮃ  ࠖ

 まず㸪実ド的な心理学研究として㸪「ᕼᮃ」と

いう言ⴥを౑用して᳨ドしたものはわずかであり㸪

いずれも発達期との関㐃を指᦬したものがᩓ見さ
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れた。 

 大▼・ᒸ本（2010）は現代に生きるᅜෆの㟷

年はᕼᮃをᢪきにくいという≧ἣにあるという௬

ㄝのもと㸪㟷年期の᣸ᢡ⤒㦂㐣⛬とᕼᮃの関㐃を

㔞的・質的にศᯒした。その⤖ᯝ㸪「ᕼᮃ」とは㸪

「目ᶆへの意㆑」「アイデンテ࢕テ࢕」とᙉく関

㐃していることが♧された。また㸪᣸ᢡ⤒㦂の᭷

↓によってᕼᮃの高さがᕥྑされることはないが㸪

᣸ᢡ⤒㦂によって「自己୙ಙ感」をᢪきながらも

「自ಙのᅇ᚟」を目指し㸪そのᚋは「現実的Ỉ‽

（「実現ྍ⬟性の⪃៖」や「目ᶆの᫂☜໬」など）

を設ࡅてᑐ㇟の特ᐃ໬がなされるというࡩうに㸪

「ᕼᮃ」のᣢち᪉にኚ໬が現れることも♧された。

ຍえて㸪᣸ᢡ⤒㦂は௚者からの「支え」をᚓられ

ることによって㸪᣸ᢡ⤒㦂を自己に఩置࡙ࡅて㐃

⥆性をㄆ㆑しやすくなることも♧されているが㸪

௚者との関わりにおࡅる᣸ᢡ⤒㦂ࡔと自己の఩置

 。が㞴しくなるྍ⬟性も♧၀されたࡅ࡙

 㣕Ọ（2007）は㸪心理臨床がಶ人の生き᪉を

支える上で㸪ಶ人がどのようなᮍ᮶ീをᥥいてい

るのかという心理学的ᮍ᮶㸪ࡘまり「ᮍ᮶的展ᮃ」

のෆᐜを᳨ウすることを重どした。「ᮍ᮶的展ᮃ」

は「ᕼᮃ」と「展ᮃ」によりᵓ成されると௬ᐃし㸪

ᑠ学生・中高生をᑐ㇟に㔞的調査を⾜った。これ

により㸪「ᕼᮃ」とは✵᝿的なෆᐜもྵࡴ願ᮃや

期待でᵓ成された㸪より現実性のపい自己のഃ㠃

であり㸪「展ᮃ」は現実的でලయ的なᮍ᮶の自己

のഃ㠃であることが♧された。しかし㸪「ᕼᮃ」

も「展ᮃ」も᫂☜にศ໬されているわࡅではなく㸪

㐃⥆యのようなᵓ㐀をとっていることも♧၀され

た。また㸪ᑠ学生は「ᕼᮃ」をより࢓ࣇンタࢪッ

クなものとしてᤊえるが㸪中高生になるにࡘれて

「どのように生活するのか」「どのように生きて

いくのか」という「౯್ほ」を伴うෆᐜへとኚ໬

し㸪ලయ的で現実的な「展ᮃ」も表ฟするように

なることが᫂らかにされた。 

  

2．┳ㆤ学㡿ᇦ࡛のࠕᕼᮃ  ࠖ

 実は㸪➹者が「ᕼᮃ」という言ⴥで᳨⣴した㝿

に㸪より文献がࣄットするのは┳ㆤ学㡿ᇦであっ

た。㌟యの⑓㸪特に「がん」などの重⠜な⑓は

「Ṛ」というᴟ㝈のቃᆅに┤㠃せࡊるをえない。

ṧされたవ生をどれࡅࡔᕼᮃをもって生きるか㸪

そして┳ㆤ者はそれをどれࡅࡔサ࣏ートできるか

ということが㸪よりษ㏕して問われることから㸪

このような研究もẚ㍑的┒んであったのࡔろう。

㡿ᇦは␗なるが㸪ᅔ㞴な≧ἣ・≧ែの人を援ຓす

る㝿に㸪どのような「ᕼᮃ」が見られるかという

㒊ศでは重要な♧၀をᚓられると⪃え㸪᳨ウにຍ

えた。 

 特にがんの⤊ᮎ་療による「ᕼᮃ」の研究がᩓ

見された。たとえࡤ� ᑕ場（1996）は㸪ターミ

にあるがんᝈ者にཧຍほᐹ法と㠃᥋ࢪステーࣝࢼ

法を用いて㸪「ᕼᮃ」とそれに関㐃する要ᅉを質

的にศᯒ・ᢳฟした。⤖ᯝとして㸪ターミࣝࢼス

テーࢪにあるがんᝈ者にとってのᕼᮃとは「自己

のᏑ在のあり᪉を表している」と⪃えられた。Ṛ

を目๓にしながらも㸪生きることの意࿡㸪自ศで

あることのドをồࡵ㸪「ಶ人の生࿨を㉸えるỌ㐲」

への思いによって活き活きとṧりわずかなవ生を

生きていることが♧されたからである。 

 もちろん㸪┳ㆤサ࣏ートは㌟య⑌ᝈࡅࡔではな

く⢭⚄障害においても要ồされる。㕥木（2000）
は⢭⚄ศ⿣⑓（現在の⤫合ኻ調⑕）ᝈ者をᣢࡘᐙ

᪘がᢪくᕼᮃとኚ໬のプࣟセスをインタビࣗー調

査により᫂らかにしている。᭱ึはᝈ者を「἞⒵

したい」「ඖにᡠしたい」と特␗的なᕼᮃをᣢっ

ていたᝈ者ᐙ᪘が㸪᏶඲に἞⒵しないという現実

に┤㠃することでど㔝を広ࡵ㸪ᝈ者ᐙ᪘のྍ⬟性㸪

て⢭⚄障害への౯್ほをኚえࡵいては♫఍もྵࡦ

ていきたいというᬑ㐢的・ឡ௚的ᕼᮃへとኚ໬す

ることが♧された。 
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3. ᚰ理臨床にࡅ࠾るࠕᕼᮃ  ࠖ

 さて㸪ではᅜෆの心理臨床の場では「ᕼᮃ」は

どのようにᤊえられているのࡔろうか。「ᕼᮃ」

という言ⴥを౑用して心理臨床を論じているのは

わずか３編であり㸪いずれも事例研究である。 

�）⢭⚄ศᯒ的心理療法におࡅる「ᕼᮃ」 

 ⣽⃝（2007）は㸪ቃ⏺性人᱁障害ཬびᦤ㣗障

害のዪ性入院ᝈ者を୺἞་として἞療した事例を

もとに㸪 ⢭⚄ศᯒ的心理療法の「ᕼᮃと⤯ᮃ」

を論じている。ᗘ重なるᝈ者の⃭しい⾜動໬によ

り἞療はᅔ㞴をᴟࡵ㸪一時はᙉไ㏥院を່告せࡊ

るをᚓない≧ἣにまで陥った。しかし㸪氏はእ᮶

による἞療⥅⥆をᥦ᱌し㸪⤯ᮃ的な≧ἣの中でも

一⦷のᕼᮃを見ฟそうとした。このᥦ᱌はẚ㍑的

ຌをዌし㸪ᝈ者はᑡしずࡘではあるがᛌ᚟へと向

かっていった。ᝈ者はᗂᑡ期にẕ親とのู㞳を⤒

㦂しており㸪このようなᙉไ㏥院による་療ᶵ関

とのู㞳は཯᚟ᙉ㏕であると氏は指᦬している。

しかし㸪そのようなู㞳の⤯ᮃを臨床ᐙがまずయ

㦂し㸪ྰᐃせずཷࡅ入れ㸪それでもᕼᮃはあると

いうことを♧せたことが㸪἞療的な関わりであっ

たと᣺り㏉っている。すなわち㸪ᝈ者の⤯ᮃを先

んじて臨床ᐙがయ㦂・理解し㸪そしてᝈ者の᪉も

⤯ᮃを自ศのものとしてᢪえ㸪心理療法的に࣡ー

クすることでᕼᮃを見いࡔせるようになるのであ

る。「⤯ᮃこそがᕼᮃなのである」と氏はᥦ言し

ている。 
 ḟに㸪ᶓ஭（2010）の⪃ᐹを⤂介する。こち

らもᦤ㣗障害のዪ性ᝈ者の事例である。ᝈ者は⥭

ᛴ入院というᙧをとるまで✚ᴟ的にㄡかと἞療関

係を⤖ࡰうせず㸪入院によってྰ応なく἞療関係

を⤖んࡔという⤒⦋があった。また㸪ẕ親とのࢲ

の関係性が἞療者との㛫でも㌿⛣とࢻインࣂࣝࣈ

して表れ㸪἞療者はᝈ者からセラピーの中でᨷᧁ

的な言動やែᗘを向ࡅられ⥆ࡅていた。セラピー

は἞療者の㌿໅というእ的要ᅉにより中᩿となり㸪

そこでもᝈ者からのᨷᧁにさらされたが㸪しかし㸪

⪏えがたいⱞ③とまでは至らない⛬ᗘのᛌ᚟は見

せていた。氏はこの἞療㐣⛬を࢙ࣇアࣂーン

（Fairbairn, W.R.D.）のࣜビࢻーのᑐ㇟ᕼồ性と㸪

コット（Winicott, D.W.）の㸪཯᚟ᙉ㏕とࢽ࢕࢘

は୺యの自発的な活動性であるという論を援用し

て㸪ḟのように解㔘した。ᝈ者が᭱ึ㸪ㄡとも἞

療関係を⤖ࡰうとしなかったのは㸪᪂しい関係を

ࡘくろうとする「ᕼᮃ」よりも㸪᪂しい関係をࡘ

くろうとする㝿の関係性の཯᚟ᙉ㏕をᜍれたたࡵ

である。ࡘまり㸪ᝈ者にとってはᕼᮃこそがᜍれ

であり㸪それに᭚されるࡄらいなら㸪⤯ᮃの中に

␃まる᪉がᏳ඲であったのである。しかし㸪᪂し

い関係をồࡵる㸪すなわち᪂しいᑐ㇟をᕼồする

ാきなくしては㸪᪂しい自己の෌組織໬はできな

い。また㸪୺యが཯᚟ᙉ㏕を⧞り㏉すことは㸪୺

యの自発的な活動性を表しており㸪୺యがまࡔ⤯

ᮃしていないというドᣐであることも意࿡してい

る。この἞療㐣⛬で㸪἞療者は㸪ᝈ者のᨷᧁ的な

཯᚟ᙉ㏕の関係性に⪏え㸪そして生きᘏびること

ができた。このように㸪୺యの཯᚟ᙉ㏕の࢓ࣇン

タࢪーの中では◚ቯされていたはずのᑐ㇟（἞療

者）が㸪現実のᑐ㇟としては「もうࡦとࡘの୺య」

として生きᘏびているという㐣⛬が㸪ᕼᮃの実現

であると氏は論じている。 

 いずれの事例も㸪⧞り㏉される「཯᚟ᙉ㏕」に

╔目している。しかし㸪臨床ᐙがᝈ者のもたらす

「཯᚟ᙉ㏕」のୡ⏺を共に生きᘏび㸪ᝈ者に᪂し

いୡ⏺㸪すなわち「ୡ⏺は◚ቯ的ではない」とい

う事実を♧すことが㸪ᝈ者のᕼᮃに⧅がっている

といえるࡔろう。 

�）ࣜカࣜࣂーとᕼᮃ 

 ᮾி大学♫఍⛉学研究ᡤのプ࢙ࣟࢪクトとして

「ᕼᮃ学」がある。ປാ⤒῭学者の⋞⏣ら

（2006）が中心となり㸪㐕㏕した⤒῭≧ἣや高

㱋໬♫఍によって㛢ሰ感が⁻う中㸪ᕼᮃを♫఍⛉

学的に㏣ồしていくことが目的とされた。人々が

どのようなᕼᮃをᣢっているかという実ែ調査な

どを㏻し㸪「ᕼᮃ学」では㸪「ᕼᮃとは㸪ᮍ᮶にࡘ

いてᮃましいものとして意ḧされた୺ほ的表㇟で
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ある」と見ฟされた。そしてそれは㸪「㇏かさに

応じた㑅ᢥྍ⬟性のᗘ合い」「ᐙ᪘や཭人などの

௚者との஺ὶにᇶ࡙くᑐ人関係」「୙Ᏻなᮍ᮶に

ᑐᓖするたࡵの࢕ࣇクシࣙンとしての物ㄒ性」と

いう３ࡘの要ᅉがあることも指᦬されている。 

 ụῡ（2014）は㸪ࣜカࣜࣂー（ᅇ᚟）という

どⅬから㸪より生物̾心理̾♫఍的な支援におࡅる

「ᕼᮃ」の役๭にࡘいて論⪃している。๓㏙の

「ᕼᮃ学」をᡭがかりに㸪⢭⚄障害者をサ࣏ート

した⑕例から㸪ᕼᮃを㜼ࡴ障ቨの㢮ᆺとして௨ୗ

の５ࡘにまとࡵた。「現実にࡘながらない願ᮃに

とどまっている場合」「ᕼᮃがあってもうまく現

実的なಟṇができない場合」「ᕼᮃをᣢたずに生

きていくことでኻᮃしないようにしている場合」

「♫఍的な願ᮃがᕼⷧ（いわࡺる㝜性⑕≧）な場

合」「あきらࡵと⤯ᮃの中で㸪௰㛫の力によって

ᕼᮃが生まれてきた例」である。このような課題

を♧しながらも㸪「ᕼᮃ」は支援者との関係性と

の中で育まれ㸪また支援者自㌟がᕼᮃをᣢち⥆ࡅ

ていることがồࡵられていると㏙࡭ている。 

 

Ⅳ ࡲとめと今後のᒎᮃ   

 本論ではᅜෆの実ド研究をもとに「ᕼᮃ」を

ᴫほしてきた。それࡒれの研究の⧅がりはまࡔ

ⷧく㸪᫂☜な࢚ッセンスはᥦ♧できないが㸪共

㏻の㘽がᾋかび上がるようなண感はしている。

それは㸪「実現໬しようとすること」「自ศらし

くあること」である。発達期との関㐃からは

「ᕼᮃ」はより実現ྍ⬟なものへとὙ⦎されて

いくことが♧されているし㸪┳ㆤ㡿ᇦからは㸪

自ศらしく生きようとすること㸪また自ศらし

くいられる♫఍の౯್ほのኚᐜがồࡵられてい

ることが♧されている。そしてఱよりも㸪心理

臨床ᐙが先導して㸪「ୡ⏺は◚ቯ的ではない」

ということを㸪クライ࢚ントないしᝈ者の自ศ

らしさをᏲりながら㸪実現໬しようとすること

が重要であることも事例から見てとれた。 

 臨床ᐙが「ᕼᮃ」を発現していくには㸪やは

り「ᕼᮃ」のෆ実をᢕᥱしておくᚲ要があるࡔ

ろう。本論にᣲࡆた⢭⚄ศᯒ学的なᤊえ᪉㸪生

物̾心理̾♫఍的な支援にとどまらず㸪より心理

療法඲యにわたる࣓タ的な「ᕼᮃ」のෆᐜやそ

のᙳ㡪㸪プࣟセスを今ᚋ᫂らかにしていくこと

がᮃまれる。また㸪事例研究ࡤかりでなく㸪実

ド的アプࣟーࢳによる࢚ビデンスの⵳✚があれ

。ろうࡔ㸪その▱見もより☜ᅛたるものとなるࡤ

まずは㸪「実現໬しようとすること」「自ศらし

くあること」が㸪どのように「ᕼᮃ」として心

理療法にస用するかを㸪今ᚋ実ドしていくこと

がᚲ要である。 

 

＜ㅰ㎡＞ 本論文స成において㸪ࡈ指導を㈷りました

ᒾቨⱱ先生に῝く感ㅰ⏦し上ࡆます。 
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